
「女神大橋」誕生までの軌跡
（その1）

長崎港のランドマーク、女神大橋が2005年12月に竣工して２０年が経過しようとしています。人間でいえ
ばひとつの区切りを迎える年です。人が自分の生まれを振り返るように、当時作成されたビデオをもとに女神

大橋の誕生を振り返ってみます。
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女神大橋は、主塔からケーブルを張り、橋桁を吊り下げる斜
張橋という形式の橋です。
長崎港の東西木鉢側と女神側にそれぞれ高さ170メートル
という巨大な鋼鉄製の主塔を立てます。
それを支えるのが２P基礎、3Ｐ基礎です。

この2つの基礎は、ニューマチックケーソン工法という工法で
建設が進められました。
これは、ケーソンという巨大なコンクリートの箱を地上で一定
の高さまで構築した後、その地下で空気圧をかけて、地下水
の浸入を防ぎながら掘削を行い、地中に沈めるという工程を
繰り返して、コンクリート基礎を作る工法です。
先行して工事が始まった2P基礎は平成14年3月に完成。3P
基礎もその翌年3月に完成を迎えました。

女神大橋の規模は斜張橋形式である本橋部の長さが880
メートル。主塔と主塔の距離である中央支間長は480メート
ルで、斜張橋では、横浜ベイブリッジを越えて、日本で6番目、
ベストテンに入る大きさです。
また、両岸部の取り付け高架橋も含めると、橋梁全体の長さ
は1289メートルです。

主塔は、景観面や施工、維持管理のしやすさなどを総合的に
検討した結果、H型を採用。
橋げたは上下2車線、計4車線の規模で、両側には幅3メート
ルの歩道を設置しました。

古くから港町として栄えてきた長崎市、深い入江と、それを取
り囲む山々がこの町独特の風景を作り出しています。しかし、
港を中心としたすり鉢状の地形によって、市内の幹線道路は
港の奥部、長崎駅前に集中するルートとならざるをえず、交通
渋滞が慢性化していました。

そこで長崎県では、長崎市内のスムーズな交通を実現するた
め、市内中心を迂回する環状線の整備を進めてきました。
女神大橋は、この環状線の南側部分、主要地方道長崎南環状
線のうち、長崎港を跨ぐ全長1289メートルの橋です。
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女神大橋の建設は、その規模の大きさから、国、長崎県の共同
事業として工事が行われました。
下部工と呼ばれる基礎工事を国土交通省、上部工と呼ばれる
橋本体の工事と取り付け道路を長崎県が担当しました。
女神大橋を支える基礎の数は、全部で12。このうち海中部に
建設される木鉢側の２P基礎から平成７年に工事が始まりま
した。
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